
令和２年度  社会福祉法人宇土市社会福祉協議会令和２年度  社会福祉法人宇土市社会福祉協議会 事業計画・収支予算

　近年，超高齢化・少子化社会の進行と共に人口減少社会へ突入し，価値観の多様化や地域住民のつながりの希薄化，
ひきこもりの問題など，地域における生活環境，福祉課題は複雑かつ多様化しています。
　そのような中，当会では，平成28年度から第２期地域福祉活動計画に基づき地域福祉を推進してきました。この計画
では，住民一人ひとりが元気で，健康で安らぎを感じながら暮らし続けることができる，地域で支え合うまちづくりを目
指してきました。本計画の最終年度である本年度は，その成果，目標の達成状況を整理しながら，平成31年３月に策定
された宇土市第６次総合計画の将来像である「復興から発展へ 未来へ‶輝くふるさと"宇土」の実現に向けて，そして地
域福祉分野での施策目標である「誰もが安心して暮らせる，見守り，支え合いのある地域づくり」，いわゆる地域共生社
会の実現に向けて，より一層，事業を推進していきます。
　また，生活困窮に関する相談が増加する傾向にあります。これは単に経済的なものだけではなく，家族関係や心身の疾
患等によるものも多く，80代の親が50代の子どもの生活を支える，いわゆる8050問題も社会的課題になりつつあります。
そのような社会情勢を踏まえ，社会的孤立の防止，介護予防・生活支援サービスへの取組み，地域とのネットワークシス
テムの形成や相談支援体制の強化を通じ，複雑・多様な問題を抱えた方々を支援する地域包括支援システムの構築を積
極的に推進していきます。また，社協職員の意識向上，能力開発等による人材育成，そして社協の活動を皆様に知ってい
ただき協力をいただけるよう，効果的な広報活動にも取り組んでいきます。
　以上のことを踏まえ，宇土市社会福祉協議会の令和２年度の重点目標を以下のとおり定めます。

①第２期地域福祉活動計画（平成28～令和２年度）に基づいた事業の実施及び評価，第３期計画（令和３～７年度）の
策定。

②地域包括ケアシステムの推進に向けた生活支援体制整備事業，地域介護予防活動支援事業の充実。地域性を考慮した
新たな地域づくりの強化。

③自立相談センター機能及び生活困窮者等支援の充実。

事  業  計  画

サービス区分間繰入金収入　6,143 

受取利息配当金等収入　18  

障害サービス等事業収入　3,342 

介護保険事業収入　10,175  

事業収入　1,338 

貸付事業収入　13 

受託金収入
26,973 

経常経費
補助金収入
42,754

寄附金収入　4,500 

会費収入　2,000 
予備費支出　100 

サービス区分間
繰入金支出　　　6,144

拠点区分間繰入金支出　531  

積立資産支出　3,238 

助成金支出　2,879

共同募金配分金
事業費支出　　　4,731  

事務費支出
17,082  

事業費支出　2,835 

人件費支出
63,326 

収支予算

１  基本方針

２  重点目標

収入の部 （単位：千円） 支出の部 （単位：千円）

合計
100,866千円 

合計
100,866千円 

積立資産取崩収入　3,000  

拠点区分間繰入金収入　530   

産後ママサポート事業収入　80 
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新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で，
生活資金等にお悩みの皆さまヘ

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に , 少額の費用の貸付けを
行います。

生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。

・（二人以上）月20万円以内
・（単身）　　月15万円以内
　　貸付期間：原則３か月以内

,

,

,

,

,

※　従来の低所得世帯等に限定した取扱を拡大。
※　新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば，
　休業状態になくても，対象となります。

※　従来の10万円以内とする取扱を拡大し，下記に該当する
世帯は，貸付上限額を20万円以内とする。
ｱ　 世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者等が
　いるとき
ｲ　 世帯員に要介護者がいるとき
ｳ　 世帯員が４人以上いるとき
ｴ　 世帯員に新型コロナウイルス感染症拡大防止策として,
　臨時休業した学校等に通う子の世話を行うことが必要と
　なった労働者がいるとき

※　従来の低所得世帯に限定した取扱を拡大。
※　新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば，

失業状態になくても，対象となります。

ｵ　 世帯員の中に個人事業主等（株式会社，有限会社等の
法人は除く）がいること等のため，収入減少により生活
に要する費用が不足するとき

ｶ　 上記以外で休業等による収入の減少等で生活費用の貸
　付が必要な場合

,

借入申込みに必要なもの

借入の申込方法

・受付場所：宇土市浦田町44番地　宇土市福祉センター内
・問い合わせ先：0964-23-3756
・受付期間：令和２年７月末まで
・受付時間：午前10時～午後４時（土曜，日曜，祝日を除く）

必要書類をご用意のうえ，宇土市社会福祉協議会の窓口へお越しください。

熊本県社会福祉協議会ホームページから関係書類を入手のうえ，必要な添付書類
をご用意いただき，宇土市社会福祉協議会への郵送による申し込みも可能です。
　　熊本県社会福祉協議会ホームページ　www.fukushi-kumamoto.or.jp/

（１）世帯全員分の住民票（「世帯全員」及び「続柄記載」発行３か月以内）
（２）身分を証明できるもの（運転免許証，マイナンバーカード，健康保険証等）
（３）申込者の預金通帳及び印鑑（緊急小口資金は認印可，総合支援資金は実印）
（４）「借入申込書」，「借用書」及び「重要事項説明書」，「収入の減少状況に関
　　　する申立書」（各様式）
　宇土市社会福祉協議会の受付窓口及び熊本県社会福祉協議会ホームページから
各様式等の入手（ダウンロード）が可能です。

緊急小口資金・総合支援資金

住居確保給付金のご案内
■対象者
　新型コロナウイルスの影響を受け，休業や本人の
責めによらない理由により収入が減少した世帯等
で，収入・預貯金額等，一定の要件を満たした世帯
です。詳しくはお問い合わせください。

■支給限度額
（単身）33,000 円　（二人）40,000 円
（三～五人）43,000 円（六人）46,000 円
（七人以上）51,000 円

■支給期間及び支給方法
　原則３か月以内で，宇土市から家主さんに直接支
給されます。

■申込方法
　うと自立相談センターで相談・申請を受け付けま
す。必要書類等についてはお問い合わせください。

　経済的な問題やお仕事のこと，生活上の困りごと
を抱えている方に対し，一人一人の状況に応じた相
談や就労を含めた支援等を行います。

～対象となる方とその支援のかたち～
宇土市在住の方で，いろいろな事情から経済的に困窮
している方を対象に，今の困窮状態から早期に脱け出
せるよう，それぞれの状態に応じた包括的で継続的な
相談支援を行います。
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生活不活発病を防止しましょう！！生活不活発病を防止しましょう！！
　「生活不活発」とは，「動かない」（生活が不活発な）状態が続くことにより，心身の機能が低下し
て，「動けなくなる」ことを言います。
　「新型コロナウイルス感染拡大」を防ぐため外出自粛をすることは大切ですが，高齢の方や持病の
ある方は,「生活不活発」を起こしやすい状況にあります。この機会に，自宅で実践できる運動を実践
されてみてはいかがでしょうか。
　新型コロナウイルスが落ちついたら，元気な姿でふれあいクラブに参加されてください！

提供／熊本県健康福祉部長寿社会局　認知症対策・地域ケア推進課
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秘密厳守 相談無
料

宇土ふれあい福祉相談所

☎ 23-3757㈹
FAX 22-4971

※ふれあい福祉相談については下記電話及び
　FAX でも相談できます。

※その他の相談は原則会場までお越しください。

ふれあい福祉相談
月曜日から金曜日（10:00 ～ 15:00）（祝日の場合は休み）
※�日常生活の中の困りごと,悩みごとについて助言や援
助を行います。

○専門相談（祝日の場合は休み）
法 律 相 談	 （第３金曜日の13：00～16：00）
　　　　　　　荻迫　光洋弁護士
　　　　　　　受付方法：当月１日の8：30から予約受付
　　　　　　　開始（※１日が土曜・日曜・祝日の場合
　　　　　　　は翌営業日から。初回の方優先）
　　　　　　　８名まで,１名20分程度

成年後見相談	 （第１金曜日の13:00～16:00）
		  熊本県司法書士会

不動産相談	 （予約制）（予約先：23-3757）
		  熊本県宅地建物取引業協会宇城支部

年 金 相 談	 （予約制）
	 （第１・第３木曜日の10:00～15:00）
		  熊本東年金事務所（予約先：096-367-2503）
		  会場：宇土市福祉センター２階会議室

行 政 相 談	 （第２・第４水曜日　10:00～15:00）
		  行政相談員　
		  会場：市役所防災棟会議室

介 護 相 談	 （予約制）（予約先：23-3757）
		  介護福祉士・介護支援専門員

生活困窮者総合相談　（月～金曜日の9:00～17:00）
　　　　　　　　　　　相談支援員

　宇土市福祉センターでは , 市民の方々のいろんな相談を
受け付けています。お気軽にご相談ください。
※なお , 相談に関係する書類をご持参ください。一部宇
土市福祉センター以外の会場での相談もありますので ,
下記をご確認ください。
※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，相談が中
止になったり，延期になったりする場合があります。
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1
1
1
（
内
線
6
1
3
）

日
時　

第
4
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　

※
要
電
話
予
約

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

（
中
央
公
民
館
一
階
）

相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談

（
１
人
30
分
以
内
）
受
付
順
6
名
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
電
話
に
よ
る
相
談
も
可

市
商
工
観
光
課

☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
６
１
３
）

宇
土
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
無
料
）

消
費
生
活
相
談
員
の
派
遣

司
法
書
士
無
料
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

�

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
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提供 相模原市社協

　
次
の
２
つ
の
問
題
の
中
か
ら
正

解
と
思
わ
れ
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
選
ん
で
、
回
答
を
官
製
ハ
ガ

キ
に
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

①
宇
土
市
社
協
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基

づ
き
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
元
気
で
あ
り
、
健
康

で
安
ら
ぎ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
本
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、
目
標
の
達
成
状
況
を
整

理
す
る
と
共
に
、
平
成
31
年
３
月

に
宇
土
市
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た

第
６
次
総
合
計
画
の
施
策
目
標
で

も
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
見
守
り
、
支
え
合
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
」、
い
わ
ゆ
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
さ
て
平
成
28
年
に
策
定
さ

れ
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
正
し

い
の
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画

Ｂ
　
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画

Ｃ
　
第
６
期
地
域
福
祉
活
動
計
画

②
「
生
活
不
活
発
」
と
は
「
動
か

な
い
」（
生
活
が
不
活
発
な
）
状
態

が
続
く
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
機

能
が
低
下
し
て
、「
動
け
な
く
な

る
」
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
各
地
域
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
」
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
と
し
て
、
住
民
主
体

の
介
護
予
防
活
動
は
じ
め
各
種
活

動
の
自
粛
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
の
方
や
持
病
の
あ

る
方
は
、「
生
活
不
活
発
」
を
起

こ
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
宅
で
実
践
で
き
る
運
動
方

法
等
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
す

機
会
に
も
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
実
践
を
さ
れ
て
み
て
は
い
か

か
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
今
回
紹
介

し
て
い
る
運
動
で
正
し
い
の
は
次

の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
百
歳
体
操

Ｂ
　
千
歳
体
操

Ｃ
　
万
歳
体
操

〔 

応
募
方
法 

〕

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
問
題
の
答
え
、

住
所
（
宇
土
市
以
外
は
不
可
）、

氏
名
、
年
齢
、
ご
意
見
・
ご
要
望

を
記
入
の
う
え
、
〒
８
６
９‐

０

４
９
２
　
宇
土
市
浦
田
町
44

市
社
協
「
ふ
く
し
が
わ
か
る
ク

イ
ズ
」
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
10
名
の
方
に
千
円
相
当
の
図

書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〆
切
は
７
月
１
日
（
当
日
消
印

有
効
）。
な
お
、
当
選
者
の
発
表

は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
前
回
の

正
解
は
①‐

Ｃ
、②‐

Ｃ
で
し
た
。）

パ
ー
ト
109
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